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2023.5.29 決済 プレス資料 部⻑のみ報告
2023.5.31 決済 プレス資料
2023.5.29 庁内連絡会幹部会付議事項 協議 各課には展開しない
2023.5.25 決済
2023.5.24 記者発表会の案内

”質疑応答 平成26年10月8日付 環廃対発第1410081号 
2023.5.22 商工会議所 商工会議所会頭・副会頭への説明
2023.5.19 Ｐ3：30 県庁 ⺠設⺠営打合せ4/19以降

地域計画交付金1年遅らせる
2023.5.8
2023.5.2 環境課 予定地事業方式による費用比較、廃棄物処理内容など/検討内容
2023.5.1 市担当者3人 相生市・赤穂市に視察 相生市視察62,760円3人分
2023.4.26 港湾課

2026.1月 登記完了
2027.4 建設工事開始
2031.4 供用開始

2023.4.25
2023.4.24 商工会議所 商工会議所専務理事への説明
2023.4.19 衣浦港湾事務所打合せ

資源循環推進課への説明
2023.4.19 県資源循環推進課に説明

⑴安城市賛同を得た
⑵碧南市と同意見
⑶刈谷市知立市特に反対との意見はなし

2023.4.17
2023.4.4.
2023.3.30
2023.3.8
2023.2.6.

関係課打合せ ごみ焼却施設とスポーツ施設の再配置について

碧南市2役協議

中電本社訪問

2号地緑地の用途変更について
2号地多目的グランド約５ｈａ

第２回プロジェクト会議

碧南、高浜、衣浦衛生組合と中電の打ち合わせ

情報公開による ごみ焼却場 ⺠設⺠営案の経過
全協
調印

碧南市と中電の打ち合わせ
碧南市と中電の打ち合わせ。市⺠を納得させる画策を論議

⑷県知事「灰捨場か」と

２
号
地
グ
ラ
ン
ド
取
得
費
12
億
円
も

日
本
共
産
党
は
６
月
15
日
に
ご
み
焼
却
場
を
中
電

に
民
設
民
営
に
し
よ
う
と
す
る
市
に
対
し
て
、
情
報

公
開
を
求
め
ま
し
た
。
６
月
26
日
に
、
公
開
書
類
を

入
手
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
２
月
６
日
市
か
ら
、

中
部
電
力
に
協
力
を
依
頼
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
建
設
場
所
は
２
号
地
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
の
５

㏊
。
県
用
地
の
た
め
取
得
価
格
も
12
億
円
と
試
算
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
３
月
８
日
の
市
と
中
電

の
打
ち
合
わ
せ
に
は
、
現
在
の
焼
却
施
設
と
周
辺
を

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
代
替
え
地
と
す
る
こ
と
も
書
か
れ

て
い
ま
す
。
協
定
時
に
報
告
す
る
内
容
に
も
、
焼
却

場
候
補
地
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
代
替
え
地
を
明
記
し
て

い
る
の
に
、
現
在
ま
で
一
言
も
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
市
民
と
議
会
に
隠
ぺ
い
す
る
姿
勢
は
「
民
設
民

営
」
に
後
ろ
め
た
い
事
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

相
生
市
に
視
察

市
担
当
者
は
、
相
生
市
に
視
察
。
赤
穂
市
、
た
つ
の

市
と
の
広
域
化
計
画
が
破
綻
し
、
各
市
単
独
施
設
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
相
生
市
は
人
口
２
７
，
０
０
０
人

で
２
０
０
ｔ
/
日
の
過
大
施
設
の
民
設
民
営
、
産
廃

焼
却
も
取
り
入
れ
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
10
万
人
人
口

の
碧
南
市
高
浜
市
と
は
か
け

離
れ
て
い
ま
す
。

出
資
金
に
は
触
れ
ず

民
設
民
営
と
公
設
の
場
合
と
の
費
用
比
較
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
用
地
費
12
億
円
、
ス
ポ
ー
ツ
代
替

え
地
分
が
入
り
、
建
設
費
出
資
金
も
必
要
と
な
り
ま

す
。や

っ
ぱ
り
公
設
公
営
が
一
番

現
在
の
、
焼
却
場
周
辺
の
土
地
を
ス
ポ
ー
ツ
代
替
え

地
と
計
画
す
る
な
ら
、
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
衣
浦
の
プ
ー

ル
浴
場
施
設
を
挟
ん
で
、
新
施
設
を
計
画
す
る
こ
と

は
可
能
で
す
。
市
民
と
と
も
に
ゴ
ミ
減
量
、
ご
み
ゼ

ロ
に
取
り
組
み
、
最
小
限
の
焼
却
炉
と
堆
肥
化
施
設

を
建
設
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ご
み
も
費
用
も
公
共
が
責

任
を
持
つ
こ
と
が
「
カ
ル
テ
ル
」
「
ダ
ン
ピ
ン
グ
」

で
電
気
料
金
を
吊
り
上
げ
る
中
部
電
力
に
依
存
し
な

い
自
立
し
た
、
ご
み
行
政
と
言
え

ま
す
。

中
電
は
大
規
模
エ

リ
ア
送
電
や
め
よ

中
部
電
力
が
本
気
で
二
酸
化
炭

素
削
減
を
考
え
る
な
ら
、
４
１
０

万
㎾
の
碧
南
石
炭
火
力
発
電
所
を

や
め
て
、
全
国
で
地
産
地
消
の
小

規
模
発
電
、
近
距
離
送
電
に
す
る

こ
と
が
効
果
的
で
す
。
政
府
と
と

も
に
、
省
エ
ネ
、
再
エ
ネ
の
普
及

や
技
術
、
製
品
の
向
上
を
進
め
る

こ
と
に
舵
を
切
る
べ
き
で
す
。

見
せ
か
け
の
エ
コ
は
エ
ゴ

「
エ
コ
、
カ
ー
ボ
ン
対
策
」
と
言

い
な
が
ら
、
石
炭
火
電
は
削
減
せ

ず
。
行
政
の
焼
却
場
ま
で
の
っ
と
っ

て
「
燃
や
せ
燃
や
せ
」
と
強
要
す

る
な
ら
「
企
業
エ
ゴ
」
で
す
。

ご
み
削
減
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
は
行

政
が
し
っ
か
り
や
り
、
再
エ
ネ
で

庁
舎
、
病
院
、
焼
却
場
の
電
気
使

用
料
を
ゼ
ロ
に
す
る
明
確
な
目
標

を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
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７
月

14
日
～
８
月
３
日
（予
定
）縦
覧
を

碧
南
石
炭
火
力
発
電
所
に
対
す
る
批
判
が
世
界
に
広
が

る
中
、
中
電
、
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
、
国
は
、
ア
ン
モ
ニ
ア
混
焼
と

い
う
未
開
発
の
技
術
で
、
石
炭
火
力
発
電
所
の
延
命
を
図
っ

て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
、
今
後
ア
ン
モ
ニ
ア
タ
ン
ク
を
、
２
０
２

３
年

10
月
竣
工
で
４
基
、
２
０
２
７
年
竣
工
で
４
基
の
合

計
８
基
を
建
設
す
る
予
定
で
、
埋
め
立
て
変
更
を
行
い
ま

す
。
そ
の
縦
覧
が
市
役
所
で
７
月

14
日
か
ら
８
月
３
日
ま

で
（
予
定
）
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
０
５
０
年
に
は
倍
の
16
基
か
？

２
０
５
０
年
に
は
倍
の
16
基
の
設
置
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

ア
ン
モ
ニ
ア
は
劇
薬
で
、
大
量
の
保
管
は
他
に
例
が
あ
り

ま
せ
ん
。

厚
生
労
働
省
で
も
、
大
型
液
化
水
素
タ
ン
ク
（
数
万
ｍ

3

相
当
）
に
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
と
現
行
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
槽
と

比
較
し
、
約

2
倍
の
距
離
（
例
:160
䢪
320
ｍ
）
が
必
要
と
し

て
い
ま
す
。
適
切
な
離
隔
距
離
設
定
の
検
討
が
必
要
で
す
。

そ
の
際
、
ハ
ー
ド
面
の
防
爆
対
策
の
検
討
も
指
摘
し
て
い

ま
す
。

危
険
を
象
徴
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」用
地
削
除

危
険
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
市
民
解
放
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
用
地
は
今
回
、
削
除
し
ま
す
。

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施

匡
で
さ
え
、
将
来
的
な
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
の
大
規
模

貯
槽
等
の
活
用
を
想
定
し
た
、
大
規
模
漏
え
い
等
重
大
事

故
時
の
影
響
評
価
が
不
可
欠
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

事
故
を
想
定
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
事
故
の
影
響
評
価
を
通
じ
て
、
必
要
な
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
両
面
の
事
故
防
止
対
策
等
に
繋
げ
る
必
要
を
と
い

て
い
ま
す
。

防
災
対
策
指
針
（仮
称
）の
作
成
は

万
が
一
の
大
規
模
漏
え
い
等
の
非
常
時
に
備
え
、
事
業

者
の
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
で
あ
る
保
安
規
程
等
（
災
害
そ

の
他
非
常
の
場
合
に
採
る
べ
き
措
置
）
と
し
て
盛
り
込
む

べ
き
、
非
常
時
の
組
織
・
体
制
、
緊
急
時
連
絡
先
・
体
制
、

非
常
時
の
対
応
手
順
（
拡
散
防
止
等
）
、
事
故
・
安
全
評

価
の
手
法
、
防
災
備
品
・
備
蓄
（
防
毒
マ
ス
ク
等
）
、
防
災

教
育
、
防
災
訓
練
等
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
作
成
も
報

告
が
あ
り
ま
せ
ん
。

検
査
や
溶
接
に
係
る
検
証
等

使
用
前
自
主
検
査
や
定
期
事
業
者
検
査
、
溶
接
事
業
者

検
査
に
つ
い
て
は
、
国
が
そ
れ
ぞ
れ
検
査
方
法
の
解
釈
や

ガ
イ
ド
を
定
め
て
い
ま
す
。

水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
を
取
り

扱
う
に
当
た
っ
て
、
検
査
項
目
や
検
査
方
法
と
と
も
に
、

留
意
点
等
の
検
証
を
行
い
市
民
に
公
開
す
べ
き
で
す
。

セ
ス
ア
な
し
危
険
度
保
安
の
説
明
な
し

現
在
ま
で
、
議
会
に
も
市
民
に
も
、
任
意
ア
セ
ス
メ
ン
ト

も
行
わ
ず
、
危
険
・
保
安
の
対
策
説
明
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
キ
ン
カ
ン
」で
仮
称
評
価

議
会
の
臨
海
特
別
委
員
会
や
環
境
審
議
会
で
行
っ
た
説
明

会
で
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
会
長
は
、
虫
刺
さ
れ
「
キ
ン
カ
ン
」
を
手

に
「
こ
れ
が
ア
ン
モ
ニ
ア
」
と
詐
欺
的
な
過

小
評
価
を
行
い
ま
し
た
。
生
成
期
に
大
量
の

Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
輸
入
頼
み
で
、
現
在
日
本

中
で
使
っ
て
い
る
総
量
を

1
日
で
消
費
す
る

混
焼
は
、
お
た
め
ご
か
し
で
す
。
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大
軍
拡
・
大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

７
月
19
日
（
水
曜
日
）

午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

東
浦
町
6
ー
17

（
日
進
小
学
校

http://hekinan.jcpweb.net/

日本共産党碧南市会議員団のホームページを

ご覧ください。

気候危機打開と言いながら

アンモニアの危険性
可燃性・爆発性 アンモニアと空気の混合ガス

は爆発の危険がある。アンモニアは，ハロゲン・

強酸と接触すると激しく反応し，爆発・飛散す

ることがある。また，シアン化水銀・次亜塩素

酸カルシウムと接触し，爆発性物質を生じるこ

とがある。

人 体 へ の 影 響 高濃度ガスを吸入すると肺水

腫を起こし，呼吸が停止する。皮膚・粘膜に対

する刺激および腐食性が強く，その作用は組織

の深部に達しやすい。高濃度のアンモニアが

目に入ると，視力障害を起こすことがある。

濃度と作用

濃 度〔ppm〕 作 用

5～10 明らかに臭気を感じる25 不快感が起こる

200 刺激により呼吸が妨げられる

2500～4500 短時間（30分）で生命危険となる


